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【ケヤキ】 平成元年3月制定

堂 と々根を張り、枝を繁茂させる旺盛な樹勢と美し
い樹枝は、「伸びゆく福島」を象徴するもの。

【シジュウカラ】 昭和62年3月制定

四季を通じて市内に生息し、身近に見られ、他の鳥
と識別しやすく、広く市民に親しまれている鳥です。

【モモ】 平成元年3月制定

春、市の郊外を美しく彩るモモの花は、信夫野の風
物として心を和ませ、希望と活力を与えてくれます。

木
福島市の

鳥
福島市の

花
福島市の

　早
い
も
の
で
、陶
芸
を
始
め
て
五
年
に

な
り
ま
し
た
。以
前
か
ら
陶
芸
を
や
り
た

い
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、先
輩
に
誘
っ

て
頂
き
、岡
部
に
あ
る
陶
芸
工
房
丹
庵
に

入
会
し
ま
し
た
。

　教
室
は
、水
曜
、木
曜
が
休
み
で
す
。

　費
用
は
入
会
金
三
千
円
、月
謝
四
千
円
、

粘
土
は
五
〇
〇
グ
ラ
ム
・
千
円（
粘
土
を
形

に
し
、素
焼
き
に
す
る
、上
薬
を
陶
器
に

塗
、本
焼
き
、約
千
二
百
度
で
一
昼
夜
、電

気
釜
で
焼
き
あ
げ
る
な
ど
が
含
ま
れ
る
。）

　制
作
に
は
、玉
作
り
、紐
作
り
、型
作
り
、

練
り
こ
み
、轆
轤
作
り
等
数
え
れ
ば
限
り

が
あ
り
ま
せ
ん
。

　初
め
は
玉
作
り
か
型
作
り
か
ら
始
め
ま

す
。最
初
は
な
か
な
か
思
い
通
り
に
い
か

ず
、苦
労
し
ま
し
た
が
、先
輩
方
に
指
導
を

頂
き
何
と
か
人
前
に
出
せ
る
か
な
？
と
言

う
処
で
し
ょ
う
か
。

　粘
土
の
量
で
す
が
飯
茶
碗
で
一
二
〇
グ

ラ
ム
〜
二
〇
〇
グ
ラ
ム
位
、粘
土
で
造
っ

た
時
よ
り
本
焼
き
に
し
た
製
品
は
、一
割

か
ら
一
割
五
分
小
さ
く
な
り
ま
す
。

　作
品
造
り
も
楽
し
い
で
す
が
、
何
と

言
っ
て
も
、メ
ン
バ
ー
の
人
間
関
係
が
素

晴
ら
し
く
、ゴ
ル
フ
を
し
た
り
、海
外
旅
行

に
出
掛
け
た
り
、焼
き
物
の
釜
め
ぐ
り
、そ

の
他
色
々
で
す
。陶
芸
で
仲
間
作
り
、又
こ

れ
か
ら
の
人
生
の
糧
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ

ん
か…

。

（
石
森
記
）
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《
印
紙
税
の
軽
減
措
置
の
拡
充
、

非
課
税
範
囲
の
拡
大
に
つ
い
て
》

「
所
得
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」

に
よ
り
、
印
紙
税
法
及
び
租
税
特
別
措
置

法
の
一
部
が
次
の
と
お
り
改
正
さ
れ
ま
し

た
。

１
．「
金
銭
又
は
有
価
証
券
の
受
取
書
」
に

係
る
非
課
税
範
囲
の
拡
大

　

平
成
26
年
4
月
1
日
以
降
に
作
成
さ
れ

る
「
金
銭
又
は
有
価
証
券
の
受
取
書
」
に

つ
い
て
は
、
非
課
税
範
囲
が
従
来
の
３
万

円
未
満
か
ら
５
万
円
未
満
に
拡
大
さ
れ
ま

し
た
。

※
「
金
銭
又
は
有
価
証
券
の
受
取
書
」
と

は
、
金
銭
又
は
有
価
証
券
を
受
領
し
た
者

が
、
そ
の
受
領
事
実
を
証
明
す
る
た
め
に

作
成
し
、
相
手
方
に
交
付
す
る
証
拠
証
書

を
い
い
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、「
領
収
証
（
書
）」、「
受

取
書
」
や
「
レ
シ
ー
ト
」
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
金
銭
又
は
有
価
証
券
の
受
領
事
実

を
証
明
す
る
た
め
に
請
求
書
や
納
品
書
な

ど
に
「
代
済
」、「
相
済
」、「
了
」
な
ど
と

記
入
し
た
も
の
や
、「
お
買
上
票
」
な
ど

と
称
す
る
も
の
で
、
そ
の
作
成
の
目
的
が

金
銭
又
は
有
価
証
券
の
受
領
事
実
を
証
明

す
る
た
め
に
作
成
す
る
も
の
で
あ
る
と
き

は
、
金
銭
又
は
有
価
証
券
の
受
取
書
に
該

当
し
ま
す
。

２
．「
不
動
産
譲
渡
契
約
書
」
及
び
「
建
設

工
事
請
負
契
約
書
」
の
印
紙
税
の
軽
減

措
置
の
拡
充

　
「
不
動
産
譲
渡
契
約
書
」
及
び
「
建
設

工
事
請
負
契
約
書
」
に
つ
い
て
は
、
平
成

26
年
4
月
1
日
か
ら
平
成
30
年
3
月
31
日

ま
で
に
作
成
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
、
軽

減
措
置
が
拡
充
さ
れ
、
次
表
の
と
お
り
と

な
り
ま
す
。

《
収
入
印
紙
を
誤
っ
て
貼
っ
た
場
合
》

　

印
紙
税
と
し
て
定
め
ら
れ
た
金
額
を
超

え
た
収
入
印
紙
を
文
書
に
貼
っ
て
し
ま
っ

た
場
合
や
印
紙
税
の
納
付
の
必
要
が
な
い

文
書
に
誤
っ
て
収
入
印
紙
を
貼
っ
た
よ

う
な
場
合
に
は
、
所
轄
税
務
署
長
に
過
誤

納
と
な
っ
た
文
書
の
原
本
を
提
示
し
、
過

誤
納
の
事
実
の
確
認
を
受
け
る
こ
と
に
よ

り
、
印
紙
税
の
還
付
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

ま
た
、「
領
収
証
」
等
の
よ
う
に
取
引

の
相
手
方
に
交
付
す
る
文
書
の
場
合
で

も
、
過
誤
納
の
事
実
の
確
認
を
受
け
る
場

合
に
は
、
過
誤
納
と
な
っ
た
文
書
の
原
本

を
確
認
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
収

入
印
紙
を
貼
る
際
に
は
誤
り
の
な
い
よ
う

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の
金

額
（
以
下
「
消
費
税
額
等
」
と
い
い
ま
す
。）

が
区
分
記
載
さ
れ
て
い
る
場
合
又
は
税
込

価
格
と
税
抜
価
格
の
両
方
が
記
載
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
取
引
に
あ
た
っ

て
課
税
さ
れ
る
べ
き
消
費
税
額
等
が
明
ら

か
と
な
る
場
合
に
は
、
そ
の
消
費
税
額
等

の
金
額
は
記
載
金
額
に
含
め
な
い
こ
と
と

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
ご
注
意
願
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

県
税
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
自
動
車
税
の
納
付
は
６
月
２
日
ま
で
に
!
」

　

自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日
現
在
の

自
動
車
の
所
有
者
（
割
賦
販
売
の
場
合
は

使
用
者
）に
課
税
さ
れ
る
県
の
税
金
で
す
。

　

平
成
26
年
度
は
６
月
２
日
（
月
）
が
納

期
限
で
す
。
最
寄
り
の
金
融
機
関
や
各
地

方
振
興
局
の
窓
口
の
ほ
か
、
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
で
も
納
付
で
き
ま
す
の

で
、
納
期
限
ま
で
に
納
付
く
だ
さ
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
納
付
の
際
に
受
け
取
る
「
納
税

証
明
書
」
は
、
車
検
を
受
け
る
時
に
必
要

と
な
り
ま
す
の
で
、
大
切
に
保
管
し
て
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、納
税
通
知
書
が
届
か
な
い
な
ど
、

ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
最
寄
り
の

地
方
振
興
局
県
税
部
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
県
庁
税
務
課
）

契  約  金  額
不動産譲渡契約書

印紙税率軽減の表（平成26年4月1日～平成30年3月31日）

10万円超　50万円以下 100万円超　200万円以下

50万円超　100万円以下 200万円超　300万円以下

100万円超　500万円以下 300万円超　500万円以下

建設工事請負契約書 本則税率 軽減後の税率

500万円超

1千万円超

5千万円超

1億円超

5億円超

10億円超

50億円超

1千万円以下

5千万円以下

1億円以下

5億円以下

10億円以下

50億円以下

400円

1千円

2千円

1万円

2万円

6万円

10万円

20万円

40万円

60万円

200円

500円

1千円

5千円

1万円

3万円

6万円

16万円

32万円

48万円

2

税
理
士
会
コ
ー
ナ
ー

「
消
費
税
増
税
後
の

　
　実
務
対
応
に
つ
い
て
」



　

こ
の
原
稿
が
皆
様
の
お
手
元
に
届
い
て

い
る
頃
に
は
、
消
費
税
率
は
８
％
に
な
っ

て
い
る
事
と
思
い
ま
す
が
（
執
筆
は
確
定

申
告
を
終
え
た
直
後
で
し
た
）、
世
の
中
の

動
向
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

　

以
前
３
％
か
ら
５
％
に
税
率
が
上
が
っ

た
と
き
は
、
ま
だ
こ
の
業
界
で
仕
事
を
し

て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
当
時
の
記

憶
は
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
景
気
は

（
一
時
的
に
で
も
）
落
ち
込
ん
で
い
る
の
で

し
ょ
う
か
？

　

個
人
の
一
般
消
費
者
の
立
場
で
は
、
基

本
的
に
４
月
１
日
以
降
の
消
費
活
動
に
関

し
て
は
８
％
の
税
率
が
課
さ
れ
ま
す
の
で

特
に
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
会
員
の
皆

様
の
様
な
法
人
の
場
合
は
、
事
業
年
度
及

び
締
日
等
の
問
題
が
あ
り
ま
す
の
で
、
経

理
処
理
が
複
雑
に
な
っ
て
く
る
ケ
ー
ス
が

多
々
あ
り
ま
す
。
３
月
決
算
法
人
で
あ
れ

ば
、
期
を
ま
た
ぐ
取
引
等
に
注
意
す
れ
ば

（
経
過
措
置
適
用
を
除
く
）、
事
業
年
度
で

の
税
率
の
切
り
替
え
が
比
較
的
ス
ム
ー
ズ

に
行
え
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
他
の
決

算
期
の
法
人
の
場
合
は
、
一
事
業
年
度
に

複
数
税
率
の
取
引
が
混
在
す
る
事
に
な
り

ま
す
の
で
、
取
引
ご
と
の
管
理
が
重
要
に

な
っ
て
き
ま
す
。

　

ま
た
、
請
求
書
等
の
締
日
が
月
末
で
は

な
い
場
合
に
は
、
そ
の
締
日
の
翌
日
か
ら

３
月
31
日
ま
で
の
取
引
（
５
％
）
と
４
月

１
日
か
ら
締
日
ま
で
の
取
引
（
８
％
）
と

で
請
求
書
を
別
々
に
発
行
す
る
必
要
性
も

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
施
工
日
（
４
月
１
日
）
以
後
に

発
生
す
る
売
上
値
引
・
返
品
・
割
戻
し
及

び
仕
入
値
引
・
返
品
・
割
戻
し
に
関
し
て
は
、

原
則
と
し
て
そ
の
対
象
と
な
る
実
際
の
売

上
及
び
仕
入
等
の
取
引
が
あ
っ
た
時
点
の

消
費
税
率
を
適
用
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
の
で
、
棚
卸
資
産
等
の
商
品
・
材
料
の

管
理
や
売
掛
金
及
び
買
掛
金
等
の
管
理
が

重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
そ
れ
と
は
別
に
、

結
果
的
に
価
格
転
嫁
が
う
ま
く
で
き
ず
に

実
際
の
収
益
が
目
減
り
し
、
資
金
繰
り
等

に
ま
で
影
響
を
及
ぼ
す
場
合
も
考
え
ら
れ

ま
す
。

　

そ
う
い
っ
た
ケ
ー
ス
も
含
め
て
、
今
後

は
経
営
戦
略
の
見
直
し
や
実
現
可
能
性
の

高
い
経
営
計
画
を
立
て
る
必
要
性
が
求
め

ら
れ
て
く
る
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
お
困

り
の
際
は
身
近
な
相
談
相
手
で
あ
る
我
々

税
理
士
に
是
非
御
相
談
下
さ
い
。

東
北
税
理
士
会
福
島
支
部　

行
形
裕
司

第
２
回
通
常
総
会

と 

　 

き

講
演
会
同
日
開
催（
一
般
公
開
）

テ 

ー 

マ

講 

　 

師

と 

こ 

ろ
（
午
後
２
時
30
分
〜
４
時
）

※

世
界
が
驚
く
お
も
て
な
し
！

　新
幹
線
清
掃
７
分
間
の
奇
跡

（
㈱
Ｊ
Ｒ
テ
ク
ノ
ハ
ー
ト
Ｔ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｅ
Ｉ

　
　
　
　
　
　

 

お
も
て
な
し
創
造
部
長
）

平
成
26
年
６
月
６
日
（
金
）

「
働
く
誇
り
」

矢
部
輝
夫
氏

サ
ン
パ
レ
ス
福
島

※

詳
細
は
別
途
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

〈
略 

歴
〉

　
　
　
　
　
　
　日
本
国
有
鉄
道
入
社

　
　
　
　
　
　
　東
日
本
旅
客
鉄
道
㈱

　
　
　
　
　
　
　本
社 

安
全
対
策
部
課
長
代
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　〃

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　東
京
地
域
本
社 

運
輸
車
両
部 

輸
送
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　〃

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　八
王
子
支
社 

立
川
駅
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　〃

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　横
浜
支
社 

運
輸
部
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　〃

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　東
京
支
社 

運
輸
車
両
部 

指
令
部
長

　
　
　
　
　
　
　鉄
道
整
備
㈱

　

　
　
　
　
　
　
　取
締
役
経
営
企
画
部
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　〃

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　常
務
取
締
役
経
営
企
画
部
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　〃

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　専
務
取
締
役
経
営
企
画
部
長

　
　
　
　
　
　
　㈱
Ｊ
Ｒ
東
日
本
テ
ク
ノ
ハ
ー
ト

Ｔ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｅ
Ｉ
と
社
名
変
更

　
　
　
　
　
　
　専
務
取
締
役
を
退
任
、

　
　
　
　
　
　
　お
も
て
な
し
創
造
部
長
（
嘱
託
）

と
な
り
現
在
に
至
る

　
　
　
　
　
　
　『
は
じ
め
て
の
道
徳
教
科
書
』（
扶

桑
社
）に
、
㈱
Ｊ
Ｒ
東
日
本
テ
ク
ノ
ハ
ー
ト
Ｔ
Ｅ
Ｓ

Ｓ
Ｅ
Ｉ
が「
世
界
が
絶
賛
す
る
７
分
間
」と
い
う
タ

イ
ト
ル
で
紹
介
さ
れ
た
。

〈
著 

書
〉 

 

　『奇
跡
の
職
場 

新
幹
線
清
掃
チ
ー
ム
の 

働
く
誇
り 

』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
あ
さ
出
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０
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０
１
３
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税
理
士
会
コ
ー
ナ
ー

「
消
費
税
増
税
後
の

　
　実
務
対
応
に
つ
い
て
」
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お
話
を
伺
っ
て
い
る
と
、
こ
の
人
が
運
送

会
社
の
社
長
さ
ん
と
は
思
え
な
い
。
か
と
い
っ

て
ト
ラ
ッ
ク
の
ハ
ン
ド
ル
を
握
っ
て
、
た
た

き
あ
げ
て
き
た
と
い
う
印
象
も
な
い
。

　

と
に
か
く
話
が
面
白
い
。
政
治
、
経
済
、

歴
史
、
音
楽
と
幅
広
い
知
識
が
ど
ん
ど
ん
出

て
く
る
。
酒
を
飲
ん
で
る
わ
け
で
は
な
い
。

酒
は
一
滴
も
飲
め
な
い
そ
う
で
あ
る
。
二
時

間
近
い
時
間
が
あ
っ
と
言
う
間
に
過
ぎ
て
し

ま
っ
た
。

　

社
長
の
祖
父
が
運
送
業
を
や
っ
て
い
た
、

と
い
う
話
だ
が
、
現
在
の
会
社
の
基
礎
を
つ

く
っ
た
の
は
、
父
の
武
治
郎
氏
で
あ
る
。
初

代
は
最
初
、
福
島
三
菱
自
動
車
に
勤
務
し
、

営
業
を
担
当
し
て
い
た
。
事
情
あ
っ
て
退
社

し
昭
和
四
十
三
年
独
立
し
、
三
年
後
伊
達
貨

物
運
送
有
限
会
社
を
設
立
し
現
在
地
に
本
社

営
業
所
を
移
転
し
た
。
当
時
は
伊
達
青
果
の

果
物
を
運
ん
だ
り
、
伊
達
物
産
の
米
ま
で
運

ん
だ
と
い
う
。
そ
の
後
、
資
本
金
を
増
資
し

た
り
、
配
送
セ
ン
タ
ー
を
建
設
し
た
り
、
営

業
倉
庫
を
伊
達
、
白
石
に
開
業
し
た
り
と
会

社
を
成
長
さ
せ
て
い
っ
た
。

　

現
社
長
の
良
晃
氏
は
昭
和
四
十
八
年
生
ま

れ
で
今
年
四
十
二
歳
の
厄
年
。
桃
陵
中
学
か

ら
学
法
福
島
高
等
学
校
を
経
て
東
北
学
院
大

学
経
済
学
部
を
卒
業
し
て
福
島
銀
行
に
就
職
。

　

二
年
間
銀
行
で
仕
事
を
し
た
が
、
銀
行
の

仕
事
は
合
わ
な
い
と
感
じ
た
。
バ
ン
ド
を
結

成
し
エ
レ
キ
ギ
タ
ー
を
弾
き
音
楽
活
動
を
し

た
か
と
思
う
と
、
一
方
で
探
求
心
が
旺
盛
で

か
な
り
勉
強
し
て
学
者
に
な
ろ
う
か
、
と
も

考
え
た
り
し
た
。
こ
れ
で
は
銀
行
員
に
は
合

わ
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
こ
の
時
期
に
様
々

な
業
種
の
企
業
の
業
務
内
容
や
経
理
を
つ
ぶ

さ
に
見
て
体
験
し
た
こ
と
が
、
後
々
大
変
役

に
立
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
経
営
と
は

何
か
、
を
い
ろ
ん
な
社
長
、
経
理
部
長
と
あ
っ

て
生
き
た
勉
強
が
出
来
た
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
平
成
九
年
、
二
十
五
歳
の
と
き
、

父
の
会
社
で
あ
る
伊
達
貨
物
運
送
に
入
社
し

た
。

　

最
初
は
現
場
を
数
年
体
験
し
、
そ
の
後
本

社
事
務
所
で
営
業
を
担
当
し
た
。

　

平
成
二
十
年
、
初
代
が
体
調
を
崩
し
た
の

で
、
翌
年
、
良
晃
氏
が
代
表
取
締
役
に
就
任

し
た
。

　

そ
の
翌
年
、
父
武
治
郎
氏
が
七
十
五
歳
で

亡
く
な
り
経
営
の
す
べ
て
の
責
任
を
負
う
こ

と
に
な
る
。
排
気
ガ
ス
の
排
出
が
少
な
い
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
車
も
導
入
し
、
環
境
に
や
さ
し

い
企
業
を
目
指
し
て
い
る
。

　

昭
和
四
十
八
年
、
縁
あ
っ
て
白
石
市
に
営

業
所
を
も
う
け
営
業
所
と
倉
庫
を
建
設
し
て

絵
・
文

　や
や
ま
ひ
ろ
し

酒井良晃氏
（伊達市箱崎字沖前73-3）
（０２４）583-4151

代表取締役
伊達貨物運送 株式会社

い
る
。
平
成
二
十
四
年
に
は
仙
台
支
店
を
新

設
し
て
活
動
の
場
を
広
げ
て
い
る
。
車
両
台

数
は
約
六
十
台
、
従
業
員
数
も
約
八
十
名
と

な
っ
て
い
る
。
似
顔
絵
を
描
か
せ
て
も
ら
い

ま
す
と
い
う
と

「
美
男
子
に
描
い
て
く
だ
さ
い
よ
」

と
笑
う
。

「
探
求
心
が
旺
盛
と
聞
き
ま
し
た
が
？
」

「
読
書
は
か
な
り
し
て
ま
す
ね
。
い
ま
必
要
な

本
は
、
す
ぐ
読
み
ま
す
が
、
小
説
類
は
後
回

し
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
ね
。
酒
は
飲
み
ま

せ
ん
が
騒
ぐ
の
は
好
き
な
ん
で
す
よ
。
カ
ラ

オ
ケ
で
も
よ
く
歌
い
ま
す
。
音
楽
は
学
生
の

頃
か
ら
好
き
で
し
た
か
ら
」

と
豪
快
に
笑
っ
た
。

　

話
の
流
れ
で
歴
史
の
話
と
な
り
、
義
経
を

平
泉
に
連
れ
て
い
っ
た
金
売
吉
次
の
話
と
な

り
、
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。
面
白
い
話
を

た
く
さ
ん
お
聞
き
し
た
が
長
話
に
な
り
そ
う

な
の
で
、
こ
の
へ
ん
で
お
開
き
と
し
た
。

5
【
　
月
の
こ
よ
み
】

　
　
こ
よ
み
の
、
日
ど
ち
ら
…

　
　『
母
の
日
…
、
こ
ど
も
の
日
…
』
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